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将来にわたって、 本学科が創設当初の「持続可能

な社会への転換」という志を持続しつつも、 学生、

卒業生、 社会のニー ズに応えるためには、 どのよう

にあるべきか。 今年度は、 学部再編構想の一環とし

て、 教育組織と教員組織の分離（教教分離）および

学科の体制・名称について議論を行った。 意義のあ

る改革となるよう、 来年度からは具体化に向けて、

粘り強い合意形成・意思決定が求められている。

環境建築デザイン学科のこの一年
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昨年度末に松岡拓公雄教授と高柳英明准教授が異

動となり、 11 名の教員に加えて、 今年度は2名の

新たな教員が加わった。 4月には金子尚志先生を准

教授として迎えることができた。 金子先生は、 環境

工学と設計をつなげる研究を行ってきており、 自然

エネルギーを利用したパッシブデザインの実践と研

究の実績を多く持つ。 環境建築デザイン学科の名に

相応しい先生であり、 環境エンジニアリングと建築

デザインを統合する姿勢から学生達が多くを学べる 

ことを期待している。 さらに 10 月には山崎泰寛先

生を准教授として迎えることができた。 山崎先生は、 

これまでの学科教員にはいない専門分野の持ち主

で、 建築雑誌や書籍の執筆・編集に長年携われ、 建

築理論と環境・社会との関係に強い関心を抱いてお

り、 現代社会の中での建築の役割について批評・考 

究してきている。 社会において建築とは何かと問う

姿勢は、 この時代に建築の真の価値を学生が考える

こと しく

ら

い。
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なさを感じた。下級生がこの発表会から多くを学び、

今年の反省を踏まえ、 来年度以降、 この卒業研究イ

ベントが更に発展した展開となることを大いに期待

している。

また本学科は、 例年学生の国際交流を積極的に取

り組んでいるが、 8月 5 ,,._, 6 日にタイのコンケ ーン

大学と合同ワ ー クショップが信楽で開催された。 本

学科からは、 学生 13名、 教員 3枚が参加し、 カン

ボジアにおける災害時を考慮した設計提案に取り組

んだ。 また11月11,,._,14日には、フィリピンのサン·

カルロス大学との合同ワ クショップが本学にて開
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催された。 本学からは、 学生 16 名、 教員 3 名が参

加し、彦根の商店街の再生の設計提案に取り組んだ。

学生が国際交流をしながら建築を共に考え、 つくる

姿勢も板についてきた気がする。

また今年度も地域と連携した学生主体の活動が多く

みられた。 白井宏昌准教授、 永井拓生助教が、 学生
達と共に近江八幡でヨシの        ドーム　 をつくり話題と

なった。 川井操助教はVOID APARTのプロジェ

クトで地域活動を続けている。　陶器浩 一先生は継

続的に気仙沼の復興支援の活動などを続けている。

学科教員、 学生が国内外の様々な地域で展開する活

動は、 年々活発となってきている。 今後も滋賀から

世界にまたがり各地域での活動が、 教育・研究・地

域貢献の場となりながら、 益々発展していければと

願う。


